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た。フローサイトメーターを用いて調整した A 型精原細胞集団を、生きた状態のままマウスに 5 回免
疫することで、1152 種類のハイブリドーマを作成することに成功した。次に Cell-enzyme linked immuno 





19 種類の抗体が精原細胞を濃縮可能であることが明らかとなった。しかし、これら 19 種類の抗体は
精原細胞を認識し濃縮することは可能であるものの、A 型精原細胞を特異的に認識するとは限らない。
そこで、免疫組織染色により A 型精原細胞を特異的に認識可能な抗体をスクリーニングした結果、




















結論付けた。さらに、A 型精原細胞特異マーカーである dead end 遺伝子の in situ hybridization の結果、







魚技術の樹立や、本研究室が代理親魚技術と同様に取り組んでいるクロマグロ精原細胞の in vitro 培養
への貢献が期待される。 
 
